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	1. ST13:認識的不正義(2)
認識的不正義の復習
認識的不正義と構造的不正義の関係
解釈的不正義と単なる無知との違い
まとめ
社会思想(SocialThought,TCUE2023)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. 認識的不正義（epistemicinjustice）
性別や人種、社会階層、ジェンダーなどの社会的アイデンティティに対する悪質な偏見が原
因で一部の人々が知識の主体としての能力を貶められる不正義
-ミランダ・フリッカー（MirandaFricker)はこれを以下のように分類した
証言的不正義
話し手や書き手の信用性が不当に低く見積もられることで知識の主体としての能力を貶
められる不正義
解釈的不正義
経験を適切に解釈する資源が不足することで誤った解釈を押しつけられたり適切に理解
することが妨げられる不正義
ST13:前回のレビュー
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. 具体例は？
証言的不正義
人種、性別、学歴、若者、シングルマザー等
ウィシュマさん死亡事件（名古屋出入国在留管理局、2021年）
cf.岸見太一「なぜ収容者の訴えは信用されないのか」『入管を問う』人文書院
解釈的不正義
ハラスメント、PMS（月経前症候群）、発達障害、吃音症
「もやもやした気持ちやうまく表現できない状態を言語化」することの重要さ
ST13:リアペからの抜き出し(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. 看守や医療者による認識的不正義
マシュー・マケイン死亡事故（アメリカの拘置所、2016年）
cf.Medina,José,etal.(2021).Epistemicactivismandthepoliticsofcredibility.Makingthe
case:feministandcriticalracephilosophersengagecasestudies,293-324.
1.収容者は発言の内容を信用されない
2.収容者は経験や心身状態を誤解や再解釈されることく説明することが困難である
3.収容者は物理的に経験を施設の部外者に伝えることが困難である
→1と2は典型的な証言的／解釈的不正義である。
これらは拘置所や収容所だけでなく一般的な医療施設でもあると指摘されている。
ST13:死亡事故の背景にある認識的不正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. 認識的不正義は何が問題であるのか？
一次的な不正義
知識を知っていたりそれを伝達するという人間として不可欠な能力を貶めている
二次的な不正義
-実践的な問題
一部の意見が聞こえやすく信用されやすい。
-認識的な問題
当事者が、周りから不審がられたり無視されることで、(a)自分の知識の主体としての能
力に自信を失い、(b)長期的には当事者が発言しづらい社会状況になる
→(b)はとりわけ「（証言の）沈黙化作用」と呼ぶ
ST13:認識的不正義の不正さとは
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. 認識的不正義（とくに証言的不正義）は構造的不正義と違うのか？
黒人だから「信用できない」と「雇わない」は偏見由来の同じ問題なのでは？
解釈的不正義は何が問題なのか？
自分の経験や心身状態を表す名称についての単なる無知とは違うのか？
今日の講義では、Dotson,Kristie(2014).ConceptualizingEpistemicOppression.
SocialEpistemology28(2):115-138などの他文献から認識的不正義をもう少しはっきり
させつつ上記の議論に答えていきたい。
ST13:リアペからの抜き出し(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. 還元可能な認識的不正義
認識的不正義が社会的要因に還元できる場合
還元不可能な認識的不正義
認識的不正義が社会的要因に還元できない場合
ST13:ドットソンによる認識的不正義の精緻化
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. なぜ信用されないのか？
1.社会的アイデンティティ集団に対する偏見
2.偏見の結果としての信用性の低下
3.低い信用性の常態化
信用性の割り当て（＝どういった集団が信用されてどういった集団が信用されないの
か）は、集団間の権力構造などの社会的要因により形成される
e.g.黒人は白人から社会的に抑圧されてきた歴史的過程のなかで信用性が低い
社会的要因に還元可能
ST13:還元可能な認識的不正義(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. なぜ解釈資源が不足するのか
1.特定の社会的アイデンティティ集団の経験は、（その集団の信用性の低さゆえに）支配
的な集団からは見えづらい
2.社会で共有された解釈資源は、（信用性の高い）支配的な集団の経験を反映するように
形成される
3.社会的アイデンティティ集団は、自分の経験を適切に解釈する資源が不足する
解釈資源の割り当て（＝どういった集団が自分の経験を解釈する資源にアクセスできる
のか）もまた、集団間の権力構造などの社会的要因により形成される
e.g.女性は男性から社会的に抑圧されてきた歴史的過程のなかで女性としての経験を理
解されづらくこれを解釈する資源が不足している
社会的要因に還元可能
ST13:還元可能な認識的不正義(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. 解釈資源そのものが不当である場合？
1.社会で共有された解釈資源は、（信用性の高い）支配的な集団の経験を反映するように
形成される
2.この解釈資源のなかには支配的な集団を特権化するといった意味で不適切に形成された
ものがある
3.社会的アイデンティティ集団は、自分の経験を適切に解釈することができない
解釈資源はわれわれの認識のための材料である。これが不当に形成されたものであれ
ば、問題は単なる集団間の権力構造などの社会的要因ではなく、そもそも認識の仕方そ
のものが間違っている可能性がある
社会的要因に還元不可能、つまり認識に固有な不正義
ST13:還元不可能な認識的不正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. 人種(race)
人種という概念は、生物学的な根拠がなく、例えば黒人は白人よりも劣っているといっ
た不当な解釈を可能にするためのものである
→人種という概念で認識することの問題
不法移民(unlawfulimmigrants)
不法移民という概念は、例えば国家の許可なしで滞在する人は犯罪者であり法的な保障
が適用されないといった不当な解釈を可能にする
→不法移民という概念で認識することの問題
→現在は専門書では非正規移民(irregularimmigrants)と呼ばれる
ST13:不当な解釈資源の具体例
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. 認識的不正義は構造的不正義の一形態？
-認識的不正義、とくに証言的不正義は多くの場合に既存の社会構造の歪みの結果であ
る。つまり社会構造は、富や機会に紐付いた社会的地位だけでなく（誰の発言を信用し
誰の経験に耳を傾けるのかという）認識的な地位の割り当てにも影響を持っている。
-ただしドットソンはこうした社会的要因に還元できない認識に固有の問題として解釈資
源そのものが不当である可能性を指摘している。このように既存の解釈資源のなかでそ
の問題を指摘するのは極めて困難である。
解釈的不正義は単なる無知とは違う
-例えば、女性が産後うつの経験を適切に説明できないのは、単に自分の経験を表す概念
を知らなかったからではなく、男性優位の社会構造のなかで女性に特有の経験を表す概
念が生み出されにくい状態であるから。
ST13:まとめ
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. 今日のお題
認識的不正義の多くが社会的要因により生み出されてきたとすると、これを制度的な改
革をもって緩和もしくは予防することはできそうである。具体的にどのような制度的な
改革が考えられるだろうか。
還元不可能な認識的不正義は他にどのようなものがあるのか。われわれの認識の仕方が
そもそも問題を理解するために適切ではない可能性がある事例である。
再確認だが、リアペは（投稿欄の名前欄は無記名にすれば）教員以外には誰が書いたか
のかはわからない。
その他、通常のリアペとして。お題以外について書いても問題ありません。
ST13:learnwizone
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. ST14:トランスジェンダーについて
ST13:次回
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
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